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学術論文 委員会報告 早期離床Q&A世界の最先端を学ぼう

集中治療室で治療を受ける重症患者に対する
早期離床の実践が推奨されており、それぞれの
施設で積極的に取り組まれている。しかし、早
期離床に伴う有害事象の発生が常に懸念され、
有害事象を減らすことが臨床での課題の一つで
ある。離床に関連する有害事象については過去
の研究で取り上げられているものの、その基準

や分類は統一されておらず、コンセンサスが得
られていなかった。
Woodbridge らは、24名の多国籍・多職種か
らなる専門家パネルの意見をDelphi 法にて統合
し、離床リスクアセスメントツール（図 1・2）
と重症患者の離床有害事象評価ツール（図3）を
開発した 1)。離床有害事象評価ツール（図 3）の

重症患者の離床有害事象評価ツールと
離床リスクアセスメントツールの日本語版
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図1　離床リスクアセスメントツール：概要版
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図2　離床リスクアセスメントツール：詳細版

特徴は、臓器ごとの評価を行う点と、離床にお
ける有害事象の重症度分類を示した点である。
離床リスクアセスメントツールは概要版（図 1）
と詳細版（図 2）に分かれており、離床の中止
や注意基準を示している。特に、血管作動薬や
強心薬を使用している患者において、有害事象
発生リスクの高い投与量が具体的に明記されて
おり、実臨床で参考にしやすい内容である。こ

れらのツールにより、多様な背景や臨床所見を
持つ重症患者に対して、専門家によるコンセン
サスを得た標準的な有害事象の評価とリスクア
セスメントが可能となった。この日本語版を用
いることで、本邦での重症患者の早期離床にお
ける有害事象の評価と、それらの発生を防ぐた
めのリスクアセスメントが広く行われることが
期待される。
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図3　離床有害事象評価ツール
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※筆者らによって日本語訳された各図は、許諾を得て掲載しています。


